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論 説 

生成AIの知財業務での活用 

萬 秀 憲＊
 

抄   録   ChatGPTなどの生成AIの知財業務での活用可能性を検討した。生成AIの活用方法として
は，①生成AIをそのまま利用する，②生成AIと社内外のデータとを連携させる，③生成AIを組み込
んだ外部ベンダーサービスを利用する，という３つの方法が考えられるため，それぞれの活用方法で
評価した。結果，知財業務での生成AIの活用場面としては，特許調査業務としてSDI支援，分類作成
支援，特許読み込み支援，出願・権利化業務として発明発掘支援，特許提案書作成支援，拒絶理由通
知書の分析支援，そのほかの業務として知財教育支援，知財契約書作成支援について活用できる可能
性が高いと考えられたので，検討結果の一部を報告する。また，活用にあたってのリスクと対応につ
いても述べた。なお，本稿は2024年３月時点の生成AI技術に基づき執筆している。 
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1 ． はじめに 

ChatGPTなどの生成AIは，ディープラーニ
ングやニューラルネットワークの急速な発展を
土台に生まれた革新的な技術であり，テキスト，

画像，音声，動画などを人間が設定したパラメー
タに基づいて自動生成する能力を持っており，

人間の創造活動を超える成果を出すことさえあ 

り，エンターテイメントから学術研究，コンテ 
ンツ制作など社会に大きな影響を及ぼしている。

企業における業務全般にその影響は及んでお  
り，知的財産業務においても，生成AIは大き 
な影響をもたらしている。 

しかし，この新技術の活用は，著作権や特許
権などの知的財産権の帰属，データのプライバ
シーとセキュリティ，AIによる誤情報の生成 
（いわゆるハルシネーション）など，未解決の
法的および倫理的な課題をも提起している。 

企業や特許事務所における知財業務も，これ
らの新たな機会を積極的に活用すると同時に，

新たなリスクにも対処する必要がある。 

2 ． 生成AIとは 

2.1 生成AIの基本１）
 

生成AIは，ディープラーニングやニューラ
ルネットワーク，機械学習などの技術を基に，

新しいテキスト，画像，音声，動画などのデジ 
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タルコンテンツを自動で生成するシステムで，

大量のデータから学習し，これを基に新たなコ
ンテンツを「生成」するとされている。 

大量のテキストデータを使ってトレーニング
された自然言語処理モデ  ル（LLM：Large 

Language Model）が生成AIの基盤技術となっ
ており，従来のAIと比べて専門知識がなくて
も簡単に使うことができるため，幅広い利用者
が幅広い用途で使うことが可能になったことに
より注目を集めた。 

代表的な生成AIとしては，当初はChatGPT 

（OpenAI）の性能がずば抜けており独り勝ちの
状態であったが， 性能が向上したClaude  

（Anthropic），Gemini（Google）などが登場，

群雄割拠の状態となってきている。 

2.2 生成AIによる社会への影響 

（1） 生成AIがもたらしたポジティブな変化 

生成AIは，リサーチ，文章の要約，議事録・
メール・文書の作成，アイデア出し，翻訳，プ
ログラミングなどの秘書的な能力に優れてお
り，生成AIは，教育，医療，エンターテイメ
ント，デザインなど，多岐にわたる分野で革新
をもたらしている。 

教育分野では，カスタマイズされた学習資料
の生成を通じて，個々の学習者のニーズに合わ
せた教育が行われるようになってきており，医
療分野では，患者の症状や医療画像から診断を
支援するテキストを生成することで，診断の迅
速化と精度の向上に貢献している。 

 

（2） 技術的限界と現在直面している課題 

生成AIの技術的限界としては，生成される
コンテンツの品質が訓練データの質に大きく依
存することが挙げられる。不正確な，あるいは
偏ったデータに基づいて学習したAIは，誤情
報を拡散したり，偏見を反映したりするリスク
がある。また，AIによって生成されたコンテ 

ンツの著作権や知的財産権の帰属，倫理的な問
題も大きな課題となっている。 

これらの問題に対処するためには，技術のさ
らなる進化だけでなく，適切な法的・倫理的枠
組みの整備が求められており，世界中で検討が
進んでいる。 

2.3 生成AIによる企業への影響 

生成AIの企業における活用によるインパク
トは，コスト改善インパクトとしてはその75％
が，①営業・マーケティング，②ソフトウェア
開発，③顧客対応，④研究開発の４つの業務に
集中していて，それぞれの業務におけるコスト
改善額とコスト改善率は，営業（5,000億ドル 
／４％）・マーケティング（4,500億ドル／10％），
社内ソフト開発（5,000億ドル／30％）・ソフト
ウェア製品開発（4,000億ドル／35％），顧客対
応（4,000億ドル／38％），研究開発（3,300億ド
ル／12％）と推定されている２）

。 

3 ． 知財業務での生成AI活用 

3.1 知財業務での生成AI活用可能性 

生成AIの活用による知財業務へのインパク
トは，営業・マーケティング，ソフトウェア開
発，顧客対応，研究開発等の業務に比べると小

さいがかなりのインパクトがあると考えられる。

知財業務での生成AIの活用可能性を，筆者  
が実際に活用した結果をベースに評価した結果 

を表１に示した。 

生成AIの活用方法としては，①生成AIをそ
のまま利用する，②生成AIと社内外のデータ
とを連携させる，③生成AIを組み込んだ外部
ベンダーサービスを利用する，という３つの方
法が考えられるため，それぞれの活用方法でも
評価した。 

知財業務での生成AIの活用場面としては，

特許調査業務として，検索式作成支援，SDI支 
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援，分類作成支援，技術動向調査支援，特許読
み込み支援を，出願・権利化業務として，発明
発掘支援，特許提案書作成支援，特許明細書作
成支援，拒絶理由通知書の分析支援，拒絶理由
通知書の対応作成支援，発明評価支援を，知財
戦略業務として，権利活用支援，IPランドスケー
プ支援，知財戦略立案支援を，そのほか，知財
教育支援，外国出願（翻訳）支援，意匠支援，

商標支援，知財契約書作成支援の業務について 

検討した。 

活用可能性が高いと評価できた業務につい
て，以下，検討結果の一部を報告する。 

3.2 特許調査業務での生成AI活用 

（1） SDI支援（AI自動分類） 

生成 AI の登場前から， SDI （ Se le c t iv e 
Dissemination of Information，情報の選択的配
信）業務については，機械学習によるAI自動 

 
表１ 企業知財業務での生成AIの活用可能性（〇：可能性高，△：可能性あり，×：可能性低） 

  生成AIを 
そのまま利用 

社内外データ
との連携 

外部ベンダー
サービス利用 

 

 

特許調査 

検索式作成支援 △ △ △ 

SDI支援（AI自動分類） × 〇 〇 

分類作成支援 × △ 〇 

技術動向調査支援 × △ △ 

特許の読み込み支援 △ △ 〇 

 

 

 

出願・権利化 

発明発掘支援 〇 〇 〇 

特許提案書作成支援 〇 〇 〇 

特許明細書作成支援 △ △ △ 

拒絶理由通知書の分析支援 〇 〇 〇 

拒絶理由通知書の対応作成支援 △ △ △ 

発明評価支援 △ △ △ 

 

知財戦略 

権利活用支援 × △ △ 

IPランドスケープ支援 × △ △ 

知財戦略⽴案支援 × △ △ 

知財教育支援 〇 〇 〇 

外国出願（翻訳）支援 △ △ △ 

意匠 △ △ △ 

商標 △ △ △ 

知財契約書作成支援 △ △ 〇 
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分類が行われ，業務の効率化が実現している３）
。

生成AI（ChatGPT）の活用により，外国語     
特許のSDI調査の精度をさらに上げ効率化をは
かる目的で生成AI（ChatGPT）の要約機能を
実装したAIツールを活用して検討した４）

。紙幅
の都合で詳細は省くが，以下，概要を説明する。

生成AI（ChatGPT）の要約機能を実装した AI
ツールとして，ツールＡ，ツールＢを用い 

正解率を比較した。 

比較対象として，技術用語の翻訳精度が高く
高品質な機械翻訳を提供するとされているツー
ルＣによる英語，及び，中国語の特許公報の「発明
の名称」，「要約」の日本語翻訳文を使用した。 

教師データは，特定分野の日本出願（日本語）
について，検索式によって抽出された母集団を，

人手で判定して確認済の教師データを用いた。

正解教師データ（日本出願，3,198件），不正解
教師データ（日本出願，639件）である。 

英文特許での正解率を比較すると，ツールＣ 
93.0％，ツールＡ 95.7％，ツールＢ 96.8％であ
り，生成AI（ChatGPT）の要約機能を実装し
たツールＡ，ツールＢが生成AIを用いていな
いツールＣよりも精度が高かった。 

中文特許での正解率を比較すると，ツールＣ 
93.7％，ツールＡ 97.0％，ツールＢ 97.0％であ
り，生成AI（ChatGPT）の要約機能を実装し
たツールＡ，ツールＢが生成AIを用いていな
いツールＣよりも精度が高かった。 

結果，英文特許，中文特許において正解率が
良好な結果となり，生成AI（ChatGPT）活用
により外国語特許SDI調査の精度を上げ効率化
出来る可能性があることが示唆された。 

生成AI（ChatGPT）の翻訳機能，要約機能
が上手に活用された例と考えられる。 

 

（2） 分類作成支援 

ChatGPTの分類作成機能は，テキストデー
タを分析し，それを特定のカテゴリーやクラス 

に分類する能力で，この機能は，自然言語処理 
（NLP）と機械学習（ML）の技術に基づいてお
り，分類は以下のプロセスで行われる。 

前処理：テキストデータはまず，分類処理の
ために前処理される。これには，不要なスペー
スの削除，小文字への統一，特殊文字の除去な
どが含まれる場合がある。 

特徴抽出：前処理されたテキストから，分類
モデルが理解できる形式で情報（特徴）を抽出
する。これは，テキストを数値ベクトルに変換
することによって行われることが多い。 

分類：抽出された特徴をもとに，事前に訓練
された分類モデルを使用して，テキストを特定
のカテゴリーに分類する。このとき，複数のカ
テゴリーが存在する場合，各カテゴリーに属す
る確率を算出し，最も高い確率のカテゴリーを
結果として出力することが一般的。 

結果出力：最終的に，テキストが分類された
カテゴリー（またはクラス）が出力される。 

分類作成機能を活用することで，対象特許を
特性に応じて自動的に分類することができる。

以下の例は，コーヒー飲料に関する主要３社 
の2000年以降の特許出願を特許データベースか
らエクセルにダウンロードし，そのエクセルの
ファイルをChatGPTにアップロードして，対 

象特許を特性に応じて分類させた例である。 

ChatGPTが対象特許を特性に応じて分類し， 

分類結果を記載したエクセルファイルがダウン
ロードでき，内容を確認することができる。 

（図１，図２，表２） 

（3） 特許の読み込み支援 

特許文書の読解支援AIアシスタント５）
，AI

査読支援機能６） など，ChatGPTなどの生成AI

による要旨作成機能及び翻訳機能を活用した
サービスが各社から提供されるようになってき
た。 

AIアシスタントでは，予め用意した質問文 
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図１ ファイルのアップロードとプロンプト 

 

図２ 分類結果とファイルのダウンロード 
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表２ 分類結果を記載したファイルの一部 
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に対する選択操作に基づき，読み込ませた特許
文書の内容を整形した要約文書を利用者に提示
することができるため，利用者は，特許文書の
全文を読むことなしに，特許文書の概要を短時
間で把握できる。（表３） 
予め用意された質問文は，下記の通り。 

・この発明をわかりやすく説明して 
・請求項１をわかりやすく説明して 

・課題・解決手段をわかりやすく説明して 
・この発明の課題と用途を説明して 
・この発明の課題と解決手段を説明して 
・特許文書の発明を簡潔に要約して 

 
これまで，特許公報の読解は時間と手間をか

けて人間が，「用途」「課題」「解決手段」など
の項目を抽出，整理して，抄録作成などを行っ 

 
表３ 要約文（サマリ）作成とダウンロード 
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てきたが，これらの作業をAIアシスタントが
短時間で効率的に実行することができる。 

EP英文特許を読み込むと，表形式の回答が
得られた。＜技術分野＞＜用途＞＜課題＞＜解 

決手段＞＜効果＞が明細書からピックアップ・
要約されており，発明の概要を理解するのに役
立つ（表４）。 

 

 

表４ AIアシスタントの構造化抄録の例 
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3.3 特許出願・権利化業務での生成AI活用 

（1） 発明発掘支援 

「発明の発掘」とは，技術者の頭や身体の中，

技術者が持つ情報の中に埋もれている暗黙知 
（経験知）を，技術者との対話を通じて引き出し，

見える化（言語化，図像化）することによって
新たに発明を生み出すことである。 

多くの発明（アイデア）は，既存の技術要素 
Ａと既存の技術要素Ｂの組み合わせにすぎない
ので，技術やユーザーに関する一般的知識が豊
富な生成AIに課題を与えてアイデアを提供さ
せると，生成AIは多くの既存の技術要素と既
存の技術要素の組み合わせによるアイデアを提
供することができる。 

そして，その技術要素の組合せが，発明の属
する技術分野における通常の知識を有する者 
（当業者）からみて，その発明に至る考え方の
道筋が容易であるかどうかで特許になるかどう
かが判断されるのであるから，その組み合わせ
が特許される可能性も生じると考えられる。 

実際に，ChatGPTに「新しい価値を提供す
る緑茶飲料」で「独創的なアイデアを10個提示
してください。」と打ち込むと，「新しい価値を
提供する緑茶飲料の独創的なアイデア10個をご
提案します。」と10個のアイデアを提案してき
た。また，『緑茶本来の力をこれまで以上に引
き出した緑茶飲料という考え方をベースに，「新
しい価値を提供する緑茶飲料」の独創的なアイ
デアを10個提示してください。』と打ち込むと
緑茶本来の力を最大限に引き出すことを重視し
た，独創的なアイデアを10個提案します。」と
返ってきた。 

若い女性向けに，若い男性向けに，中高年の
女性向けに，中高年の男性向けに，子供向けに，

というふうに対象を特定していくと，それに対
応した提案が返ってきた。もっとインパクトが
欲しいと注文すると奇抜な提案がでてきた。 

ブレインストーミングによるアイデア創出・
練り上げでは，①アイデアが出てこない（技術
やユーザーに関する知識の不足），②そんなの
無理（自分たちの技術だけを頼りに実現不可能
と判断してしまう），③そんなの受け入れられ
ない（新技術が開発されても過去のユーザー調
査結果から否定されてしまう），などの同一集
団の思い込みによる気づきにくい阻害要因が存
在するが，ChatGPTの回答をみていると，①技
術やユーザーに関する知識が豊富で，②実現可
能性など全く無視し，③過去のデータなど無視
した，提案が出てきているように感じ，人間集
団の思い込みを排したアイデア創出・練り上げ
には適していると考えられる７）

。 

技術開発におけるアイデア創出・練り上げで
も同じで，すごいアイデアが出てくることを期
待していると，期待外れになってしまうが，ア
イデア会議での「たたき台」として，研究者・
技術者への刺激手段として，研究者・技術者に
本気で考えさせ，議論させるためのたたき台と
しては十分使えるレベルである８）

。 

なお，この発明発掘支援でも，ChatGPTに
先行技術情報として，先行特許情報をエクセル
にダウンロードして，ChatGPTにアップロー
ドし，これらの先行技術をベースにアイデアや
切り口を提案させることもできる（図３）。 

なお，アイデアを生み出すAI 
９） は，膨大な

特許文献を学習させた独自の生成AIで，独自
の方法で発明を生み出すサービスであり，特定
の分野においては，効率よく発明を生み出すこ
とができる。 

 

（2） 特許提案書作成支援 

新たな緑茶飲料に関して，「ナノレベルまで
超微細粉砕した茶葉を用いた緑茶飲料」という
特許出願の提案があったことを想定して，「ナ
ノレベルまで超微細粉砕した茶葉を用いた緑茶
飲料」というアイデアを基に，特許出願のタイ 
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図３  ファイルから得られた情報を基にアイデアや切り口を提案 

 

トル，特許請求の範囲，背景技術・従来技術，

発明が解決しようとする課題，をChatGPTに
提案させたところ，特許請求の範囲としては下
記の内容での提案があった10）

。 

請求項１：ナノレベルまで超微細粉砕した茶
葉を含有する緑茶飲料であって，前記茶葉が，

独特の口当たりと抗酸化作用を有することを特
徴とする緑茶飲料。 

請求項２：請求項１に記載の緑茶飲料であっ
て，前記茶葉の粒子サイズが，１ナノメートル
から100ナノメートルの範囲内であることを特
徴とする緑茶飲料（請求項３以下は省略。）。 

さらに，「この特許出願の背景技術・従来技
術について記載してください。」「発明が解決し
ようとする課題について記述してください。」 
「課題を解決するための手段について記載して
ください。」「上記を特許明細書に合った文章に
変えてください。」と打ち込むと，それなりの
内容であり，普通のレベルの技術者が書いてい
るレベルの特許提案書の水準であった。 

先行技術調査を行ったところ，特許5449661

号に超微粉砕茶葉の配合量が0.02～0.5重量％で
ある茶飲料が記載されていたので，ChatGPT

がこの先行技術に対してどう対応するか，意見
を聞くと， 

『新規性が損なわれる可能性があります。た
だし，請求項１では「独特の口当たりと抗酸化
作用を有すること」を特徴としており，これが
特許5449661号に記載されていない点であれば，

新規性を維持することができる可能性がありま
す。』ということなので，特許請求の範囲の修
正を求めると，修正し，進歩性を担保する方法
も記載しており，賢い。 

さらに，発明を実施するための形態，実施例，

比較例，実施例１，２，３と比較例１を官能評価
した結果，を創作してくれた。発明者が，特許
出願明細書をイメージするには十分なレベルの
ものになっている。 

 

（3） 拒絶理由通知書の分析支援 

ChatGPTに， 審査対象の発明（本願発明） 
と拒絶理由通知書で引用された引用文献との一
致点・相違点の判断をさせると，同義語，類義
語，上位概念語，下位概念語も対応して，かな
りの精度で判断できる能力がある。 

２つの特許文書を与えて一致点・相違点の判
断をさせると，該当箇所をピックアップすると
ころにはまだ難がある水準と言えるが，拒絶理
由通知書においては，審査官が該当箇所をしっ
かり適示しているので，該当箇所がピックアッ 
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プされていて，審査官の判断に違いがないかど
うかの検証には十分使えるレベルと考えられる 

（図４，図５）。 

 

 

図４  一致点と相違点の認定例１ 

 

図５  一致点と相違点の認定例 
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3.4 知財教育支援業務での生成AI活用 

教育分野では，カスタマイズされた学習資料
の生成を通じて，個々の学習者のニーズに合わ 

せた教育が行われるようになってきており，知
財教育にもChatGPTなどの生成AIは活用でき
る。図６は，シラバスを作成させた例である。 

 

 

図６  知財教育のシラバス 
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4 ． 生成AI活用にあたってのリスクと

対応 

4.1 生成AIがもたらす新しいリスク 

生成AIがもたらす新しいリスクとしては，

サイバー犯罪，著作権侵害，機密情報漏洩，製
造物責任，大衆扇動，社会構造や個人への影響
などが懸念されている11）

。 

企業が生成AIを活用する際のリスクとして
は，下記のような点が挙げられている12）

。 

 

①機密情報の漏洩 
②プロンプトインジェクション 
③著作権・商標権などの権利侵害 
④ディープフェイク 
⑤間違ったアウトプットの生成（ハルシネー

ション） 
⑥倫理的に不適切なアウトプットの生成 
⑦生成AIの過信による業務ミス 

 
知財業務で生成AIを活用する場合のリスク

としては，企業が生成AIを活用する際の上記
のリスクに加え，特に下記のリスクについて考
慮すべきと考えられる。 

 

①知的財産の誤認識：AIによる特許検索や
特許分類では，AIが関連性の低い文献を選択
するなど，誤った情報を提供するリスクがある。 

②自動生成された知的財産の所有権：AIに
よって生成された発明やアイデアの所有権が誰
に帰属するか，法的な解釈が複雑になることが
ある。 

③特許明細書の正確性：AIによる特許明細
書作成支援では，法的要件を完全に満たしてい
ない文書が作成される可能性がある。 

④拒絶理由の分析と対応：AIが提供する分
析が不完全である場合，適切な対応策が立案さ 

れず，特許の取得が困難になることがある。 

⑤翻訳の精度：外国特許出願の支援でAI翻
訳を使用する際，技術的なニュアンスが正確に
翻訳されないと，意図した保護が得られない可
能性がある。 

4.2 リスクへの対応 

生成AIがもたらす新しいリスクへの対応は，

国レベルでは，「AI戦略会議」「AI時代の知的
財産権検討会」「文化審議会著作権分科会法制度
委員会」によって検討されている。また「，AI事
業者ガイドライン」のパブリックコメントが終
了しAI戦略会議に報告後公表予定となってい
る。さらに，欧州のAI規制が欧州議会で承認
されたことから国際調和の議論も活発化してお
り，着々と対応が進んでいる状況である13）

。 

企業が生成AIの活用にあたっては，リスク
対応策として以下のような点への対応が求めら
れている12）

。 

 

①最適な生成AI活用範囲の設定 
②最適なAIツールの選定・導入 
③リスクを最小化するデータマネジメント 
④従業員向けの利用ルール・マニュアルの策

定 
⑤従業員の生成AI活用リテラシーの向上 
⑥最新動向を踏まえた生成AI活用方法の定

期的な見直し 
 

知財業務における生成AIの活用は大きなメ
リットをもたらすが，リスクの項で上述したリ
スクに対処するための対策も重要で，それぞれ
のリスクに対する対応策を以下に示す。 

 

①知的財産の誤認識：AIによる検索結果や
分類を最終的に確認するために専門家によるレ
ビューを組み込むことが必要。 

②自動生成された知的財産の所有権：AIに 
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よって生成された成果物の所有権を明確にする
ために，利用前に利用者とAIの提供者間で明
確な契約を結ぶことが必要。 

③特許明細書の正確性：効果的なAI支援の
ため，高品質のテンプレートと専門の技術用語
集を使用すること，最終的な文書を提出する前
に，専門家によるレビューを行うことが必要。 

④拒絶理由の分析と対応：AIの提案した分
析と対応策を最終的に確認するために専門家に
よるレビューを組み込むことが必要。 

⑤翻訳の精度：専門の技術用語集を使用する
こと，及び，AI翻訳を専門の翻訳者がレビュー
し，技術的なニュアンスや文脈が正確に表現さ
れているか確認することが必要。 

 

生成AIの活用は，大きなチャンスをもたらす
が，リスクを適切に管理することが必要である。 

5 ． おわりに 

ChatGPTなどの生成AIの知財業務での活用
可能性を検討していると，生成AI分野での技
術の進歩が非常に速いことに驚くことが多い。 

2022年～2023年はChatGPT（OpenAI）の性 
能がずば抜けており独り勝ちの状態であったが， 

2024年には性能が向上したClaude（Anthropic）， 

Gemini（Google）などが登場， さらにNTT， 

NEC，ソフトバンク，東大スタートアップな
どの日本勢も参入し14）

，群雄割拠の状態となっ
てきている。 

生成AIの利用者としては，①生成AIをその
まま利用する，②生成AIと社内外のデータと
を連携させる，③生成AIを組み込んだ外部ベ
ンダーサービスを利用する，という３つのそれ
ぞれの活用方法で，知財業務での生成AIの活
用場面における活用可能性について検討を重ね
ることが重要だろう。 

従来，こんなことはできないだろうと思われ
たことが，突然できるようになる。そんな時代 

に遭遇しているのだから。 
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